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足
利
市
民

文
化
財
団
と
は

足
利
市
民

文
化
財
団
と
は

芸術・文化活動団体等の
事業に助成します

芸術・文化活動団体等の
事業に助成します
芸術、文化の振興に寄与すると認められる団体に対し、
その事業に必要な費用の一部を審査のうえ、助成します

次の要件にすべて該当する団体
○足利市内に住所又は活動の本拠を有する団体
○一定の活動実績があり、広く市民に事業を公開する団体
○団体規約等を有し、代表者が明らかな団体
　○文化活動の成果発表事業（展覧会、発表会）
○文化活動研修事業（講演会、講座など）
○自然・文化財保護活動事業
＊営利、政治及び宗教活動を目的とする事業や参加者を会員等に限定する
　事業は対象となりません。
　所定の助成金申請書を9月30日（水）までに足利市民文化財団事務局に提
出してください。
（申請書は財団事務局でお配りしているほか、財団ホームページからダウンロードできます。）

　足利市民文化財団事務局　☎２０－２２２９

対象団体

対象事業

申請方法

問合せ先

所蔵品展 文化財写真の貸出

　
昨
年
、
市
指
定
の
重
要
無
形
文
化
財
等
の
民

俗
芸
能
団
体
等
が
一
堂
に
会
し
、
第
16
回
民
俗

芸
能
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
紙
は
、
参
加

団
体
の
演
技
の
一
場
面
で
す
。

　
こ
こ
で
改
め
て
、「
文
化
」
に
つ
い
て
調
べ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
般
的
な
意
味
は
、

「
人
が
作
り
上
げ
て
き
た
行
動
様
式
・
生
活
様

式
の
全
体
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
語
源
を
調
べ

ま
す
と
、
漢
語
の
「
文
治
教
化
」（
人
を
正
し

い
方
向
に
導
い
て
い
く
に
は
、
刑
罰
や
威
力
で

は
な
く
、
学
問
の
力
を
用
い
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
）
に
由
来
し
、
そ
れ
が
略
さ
れ
「
文
化
」

と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
明
治
時
代
に

な
り
、
英
語
の
「
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
い
う
言
葉

が
入
っ
て
き
た
際
に
、
こ
の
「
文
化
」
と
い
う

言
葉
が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。「
カ
ル
チ
ャ
ー
」

は
「
耕
す
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

「
文
化
」
も
「
心
を
耕
す
」
と
い
う
意
味
を
含

む
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。「
心
を
耕
す
」

と
は
、
凝
り
固
ま
っ
た
心
を
柔
ら
か
く
し
、
余

裕
を
持
た
せ
る
こ
と
で
す
。

　
モ
ノ
も
情
報
も
溢
れ
て
い
る
現
代
社
会
で
は
、

何
が
真
実
か
、
何
が
必
要
か
を
見
極
め
る
目
を

養
う
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
本
を

読
む
、
教
養
を
積
む
、
心
を
鍛
え
る
、
掃
除
す

る
な
ど
心
を
耕
す
こ
と
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

心
を
耕
し
て
い
る
人
は
、
生
き
生
き
と
し
て
輝

い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
で
溢
れ
る
街
は
、

元
気
で
、
明
る
く
、
楽
し
そ
う
で
、
魅
力
的
で
す
。

　
足
利
市
民
文
化
財
団
は
、
心
を
耕
し
て
い

る
人
、
こ
れ
か
ら
耕
そ
う
と
し
て
い
る
人
を

応
援
し
ま
す
。

　
足
利
の
持
つ
自
然
的
・
歴
史
的

環
境
や
足
利
に
関
連
す
る
芸
術

品
・
文
化
財
等
の
保
護
、
ま
た
芸

術
・
文
化
の
振
興
、
さ
ら
に
文
化

施
設
の
整
備
の
促
進
な
ど
を
目
的

に
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
に
発
足

し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
に
新
公

益
法
人
制
度
に
基
づ
く
、
公
益
財

団
法
人
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
事
業
を
支
え
る
基
盤

づ
く
り
と
し
て
、
募
金
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。財
団
で
は
、

こ
の
預
金
利
子
を
事
業
資
金
と
し

て
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

編
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大
山
祇
神
社

　
　
太
々
神
楽
保
存
会

足
利
市
八
木
節
連
合
会
・

足
利
女
子
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部

第16回
民俗芸能大会
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令和元年度 事業報告 及び 決算諸表承認事業報告 及び 決算諸表承認
　令和２年度 第１回の評議員会は、新型コロナウイルス感染症防止の観点から、

書面での議決を行い、令和元年度の事業報告及び決算が承認されました。

▽
足
利
市
内
の
文
化
財

　
紹
介
・
啓
発
事
業

　
市
内
の
文
化
財
の
周
知
や
認
識
を

深
め
、
文
化
財
の
保
護
・
活
用
の
推

進
を
図
る
た
め
、
文
化
財
の
写
真
パ

ネ
ル
を
地
区
文
化
祭
等
の
市
内
イ
ベ

ン
ト
時
に
貸
出
し
ま
し
た
。

● 

写
真
パ
ネ
ル
貸
出

　

　
各
地
区
文
化
祭
等

　
九
十
七
枚

● 

写
真
貸
出

　

　
出
版
社
等

　
　
　
　
　
十
四
件

　　
当
財
団
は
、
足
利
に
ゆ
か
り
の
あ

る
貴
重
な
美
術
品
の
保
存
及
び
保
護

を
目
的
と
し
た
収
集
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
所
蔵
し
て
い
る
美
術

品
、
文
化
財
等
の
理
解
と
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
所
蔵
品
展
を
開

催
し
ま
し
た
。

● 

所
蔵
品
展

　
「
武
人
の
文
化
」

　
　
堀
川
國
廣
、
下
坂
継
正
、
鈴
木

　
　
慶
雲
、
源
景
国
、  

鎌
田
魚
妙
、

　
　
田
﨑
草
雲
ほ
か
作
品
）

期

　
間

　
令
和
二
年
一
月
二
十
五
日（
土
）

　
　
　
　
〜
二
月
九
日
（
日
）

会

　
場

　
足
利
市
立
美
術
館

展
示
数

　
二
十
七
点

入
場
者

　
千
七
百
二
人

次
の
事
業
に
協
力
を
し
ま
し
た
。

○
足
利
薪
能
・
薪
狂
言

開
催
日

　
令
和
元
年
九
月
七
日（
土
）、

　
　
　
　
八
日
（
日
）

主

　
催

　
足
利
能（
薪
能
）実
行
委
員
会

会

　
場

　
鑁
阿
寺
境
内
、

　
　
　
　
足
利
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

○
民
俗
芸
能
大
会

開
催
日

　
令
和
元
年
九
月
二
十
九
日（
日
）

主

　
催

　
民
俗
芸
能
大
会
実
行
委
員
会

会

　
場

　
市
民
プ
ラ
ザ
・
文
化
ホ
ー
ル

○
足
利
市
民
文
化
祭
、
優
秀
作
品
展

期

　
間

　
令
和
元
年
十
月
五
日（
土
）

　
　
　
　
〜
十
一
月
二
十
四
日（
日
）

　
　
　
　
令
和
二
年
一
月
二
十
五
日（
土
）

　
　
　
　
〜
二
月
九
日
（
日
）

主

　
催

　
足
利
市
民
文
化
祭
運
営
協
議
会

会

　
場

　
足
利
市
民
会
館

　
他

○
地
区
文
化
祭
等

期

　
間

　
令
和
元
年
五
月
〜
十
一
月

主

　
催

　
各
地
区
文
化
祭
実
行
委
員
会
等

会

　
場

　
織
姫
公
民
館

　
他

開

　
催

　
十
三
地
区

○
各
種
団
体
へ
の
助
成

　
市
内
の
芸
術
・
文
化
団
体
の
自
主

的
活
動
等
を
支
援
す
る
た
め
、
十
九

団
体
に
対
し
、
文
化
活
動
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。

○
伝
統
芸
能
保
存
活
動
へ
の
支
援

● 

令
和
元
年
度
八
木
節
後
継
者
育
成
事
業

期

　
間

　
令
和
元
年
五
月
三
十
一
日（
金
）

　
　
　
　
〜
九
月
二
十
日
（
金
）

主

　
催

　
足
利
八
木
宿
八
木
節
保
存
会

○
自
然
環
境
保
全
活
動
へ
の
支
援

● 

ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
等
養
殖
・
保
護
・

　
啓
発
事
業

期

　
間

　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

　
　
　
　
〜
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

主

　
催

　
名
草
源
氏
ホ
タ
ル
保
存
会

場

　
所

　
名
草
下
町
養
殖
池
、
名
草

　
　
　
　
下
町
自
治
会
館

● 

カ
タ
ク
リ
群
生
地
の
保
護
事
業

期

　
間

　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

　
　
　
　
〜
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

主

　
催

　
名
草
観
光
協
会
カ
タ
ク
リ
部
会

場

　
所

　
名
草
上
町
藤
坂
地
区
、
田

　
　
　
　
の
澤
地
区

○
足
利
市
民
文
化
財
団
報
第
三
十
七

　
号
の
発
行

　
市
民
と
財
団
の
共
通
の
広
場
と
し

て
足
利
市
民
文
化
財
団
報
を
発
行
し
、

市
内
の
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

発

　
　
行

　
令
和
元
年
九
月
一
日

部

　
　
数

　
五
万
八
千
四
百
六
部

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

い
た
し
ま
し
た
。

　
新
し
いU

RL

は
、

https://ashikaga

－bunkazaidan.com
/

で
す
。　

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
機
能

を
加
え
充
実
さ
せ
て
行
き
ま
す
。

　
文
化
財
団
で
は
、
文
化
財
を
説
明

す
る
案
内
板
を
市
内
各
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
か
ら
そ
の
文
化

財
を
御
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回

　
大
岩
毘
沙
門
天

　
大
岩
毘
沙
門
天
は
、天
平
17
年（
７

４
５
年
）
に
行
基
上
人
に
よ
っ
て
開

か
れ
、
聖
徳
太
子
が
製
作
し
た
毘
沙

門
天
（
多
聞
天
）
を
祀
っ
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
聖
武
天

皇
よ
り
「
大
岩
山
多
門
院
最
勝
寺
」

の
山
号
を
賜
り
、
鎮
護
国
家
御
祈
祷

の
一
大
霊
場
と
な
り
、
足
利
氏
な
ど

名
だ
た
る
武
将
か
ら
の
信
仰
を
集
め

て
き
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
が
製
作
し

た
他
の
二
体
を
祀
っ
て
い
る
鞍
馬
山

（
京
都
市
左
京
区
）
信
貴
山
（
奈
良

県
生
駒
郡
）
と
と
も
に
日
本
三
大
毘

沙
門
天
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
財
団
の
設
立
趣
旨
に
沿
っ
た
芸

術
品
・
文
化
財
等
の
保
護
、
芸
術
・

文
化
活
動
振
興
事
業
な
ど
に
資
産
か

ら
の
運
用
益
金
を
充
て
て
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
文
化
講
演
会
の
開
催
事
業

・
令
和
三
年
一
月
中
旬
頃
予
定

○
文
化
財
紹
介
・
啓
発
事
業

・
文
化
財
写
真
パ
ネ
ル
の
作
製
・
貸
出

・
文
化
財
の
案
内
板
、
標
識
等
の
設

　
置
・
管
理

○
美
術
品
・
文
化
財
の
収
集
、
展
示
、

　
貸
出
事
業

・
所
蔵
品
展
の
開
催

○
地
域
の
芸
術
・
文
化
活
動
、
文
化

　
財
保
護
、
自
然
環
境
保
全
活
動
を
行
う

　
団
体
等
に
対
す
る
助
成
・
支
援
事
業

・
市
民
文
化
祭
へ
の
助
成

・
地
区
文
化
祭
へ
の
助
成

・
各
種
団
体
へ
の
助
成

・
自
然
的
、
歴
史
的
環
境
保
護
事
業

　
へ
の
助
成

○
芸
術
・
文
化
に
関
す
る
情
報
提
供

・
文
化
財
団
報
の
発
行

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
活
用

○
寄
付
に
ご
協
力
を

　
足
利
の
も
つ
自
然
的
・
歴
史
的
環

境
や
関
連
す
る
芸
術
品
・
文
化
財
等

の
保
護
、
ま
た
芸
術
・
文
化
活
動
の

振
興
等
の
諸
事
業
を
実
施
し
て
い
く

た
め
、「
足
利
市
文
化
振
興
事
業
寄

付
金
」
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

事
務
局
・
・
・
☎
二
〇

－

二
二
二
九

○
財
団
募
金
箱
で
の
寄
付
も
可
能

　
で
す
。

　
市
民
会
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
な
ど
の

施
設
に
設
置
し
て
あ
る
募
金
箱
に
、

毎
年
、
皆
様
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
美
術
品
・
文
化
財
の

　
収
集
、
展
示
事
業

▽
芸
術
・
文
化
に
関
す
る

　
情
報
提
供

▽
案
内
板
め
ぐ
り

▽
皆
様
の
ご
協
力
に

　
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
地
域
の
芸
術
・
文
化

　
活
動
、
文
化
財
保
護
、

　
自
然
環
境
保
全
活
動
を

　
行
う
団
体
等
に
対
す
る

　
助
成
事
業

所
蔵
品
展
チ
ラ
シ

事
業
予
定

寄
付
の
お
願
い

寄
付
の
お
願
い

寄
付
の
お
願
い

令
和
二
年
度

文化財団では、貴重な文化財等の足利市
外への散逸を防ぐため、本市にゆかりの
ある貴重な美術品、文化財等の保護事業
を進めています。７月末現在の文化財団
の所蔵品は、下表のとおりです。

基本財産及び特定資産の増減及びその残高 所蔵品種別一覧

文化財団の基本財産及び特定資産の増減及びその残高は次の
とおりです。

　科　　目　

基 本 財 産

投資有価証券

定 期 預 金

美 術 品

小 　 　 計

特 定 資 産

投資有価証券

定 期 預 金

小 　 　 計

合 　 　 計

　

499,953,000

30,487,000

117,221,890

647,661,890

439,514,000

116,602,122

556,116,122

1,203,778,012

　

0

0

0

0

　　　　　　　

　　　0

0

0

0

　 種 別 　

古 文 書 等

刀剣・甲冑・銃

和 鏡 等

織 物 等

絵 画 等

計

員数

2,219

7

43

220

78

2,567

取得金額（円）

7,459,890

30,000,000

7,500,000

1,700,000

70,562,000

117,221,890

499,953,000

30,487,000

117,221,890

647,661,890

439,514,000

116,602,122

556,116,122

1,203,778,012

平成30年度末残高 令和元年度増減額 令和元年度末残高
（単位：円）

大岩毘沙門天

も
の
の
ふ

事
業
報
告
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令和元年度 事業報告 及び 決算諸表承認事業報告 及び 決算諸表承認
　令和２年度 第１回の評議員会は、新型コロナウイルス感染症防止の観点から、

書面での議決を行い、令和元年度の事業報告及び決算が承認されました。

▽
足
利
市
内
の
文
化
財

　
紹
介
・
啓
発
事
業

　
市
内
の
文
化
財
の
周
知
や
認
識
を

深
め
、
文
化
財
の
保
護
・
活
用
の
推

進
を
図
る
た
め
、
文
化
財
の
写
真
パ

ネ
ル
を
地
区
文
化
祭
等
の
市
内
イ
ベ

ン
ト
時
に
貸
出
し
ま
し
た
。

● 

写
真
パ
ネ
ル
貸
出

　

　
各
地
区
文
化
祭
等

　
九
十
七
枚

● 

写
真
貸
出

　

　
出
版
社
等

　
　
　
　
　
十
四
件

　　
当
財
団
は
、
足
利
に
ゆ
か
り
の
あ

る
貴
重
な
美
術
品
の
保
存
及
び
保
護

を
目
的
と
し
た
収
集
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
所
蔵
し
て
い
る
美
術

品
、
文
化
財
等
の
理
解
と
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
所
蔵
品
展
を
開

催
し
ま
し
た
。

● 

所
蔵
品
展

　
「
武
人
の
文
化
」

　
　
堀
川
國
廣
、
下
坂
継
正
、
鈴
木

　
　
慶
雲
、
源
景
国
、  

鎌
田
魚
妙
、

　
　
田
﨑
草
雲
ほ
か
作
品
）

期

　
間

　
令
和
二
年
一
月
二
十
五
日（
土
）

　
　
　
　
〜
二
月
九
日
（
日
）

会

　
場

　
足
利
市
立
美
術
館

展
示
数

　
二
十
七
点

入
場
者

　
千
七
百
二
人

次
の
事
業
に
協
力
を
し
ま
し
た
。

○
足
利
薪
能
・
薪
狂
言

開
催
日

　
令
和
元
年
九
月
七
日（
土
）、

　
　
　
　
八
日
（
日
）

主

　
催

　
足
利
能（
薪
能
）実
行
委
員
会

会

　
場

　
鑁
阿
寺
境
内
、

　
　
　
　
足
利
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

○
民
俗
芸
能
大
会

開
催
日

　
令
和
元
年
九
月
二
十
九
日（
日
）

主

　
催

　
民
俗
芸
能
大
会
実
行
委
員
会

会

　
場

　
市
民
プ
ラ
ザ
・
文
化
ホ
ー
ル

○
足
利
市
民
文
化
祭
、
優
秀
作
品
展

期

　
間

　
令
和
元
年
十
月
五
日（
土
）

　
　
　
　
〜
十
一
月
二
十
四
日（
日
）

　
　
　
　
令
和
二
年
一
月
二
十
五
日（
土
）

　
　
　
　
〜
二
月
九
日
（
日
）

主

　
催

　
足
利
市
民
文
化
祭
運
営
協
議
会

会

　
場

　
足
利
市
民
会
館

　
他

○
地
区
文
化
祭
等

期

　
間

　
令
和
元
年
五
月
〜
十
一
月

主

　
催

　
各
地
区
文
化
祭
実
行
委
員
会
等

会

　
場

　
織
姫
公
民
館

　
他

開

　
催

　
十
三
地
区

○
各
種
団
体
へ
の
助
成

　
市
内
の
芸
術
・
文
化
団
体
の
自
主

的
活
動
等
を
支
援
す
る
た
め
、
十
九

団
体
に
対
し
、
文
化
活
動
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。

○
伝
統
芸
能
保
存
活
動
へ
の
支
援

● 

令
和
元
年
度
八
木
節
後
継
者
育
成
事
業

期

　
間

　
令
和
元
年
五
月
三
十
一
日（
金
）

　
　
　
　
〜
九
月
二
十
日
（
金
）

主

　
催

　
足
利
八
木
宿
八
木
節
保
存
会

○
自
然
環
境
保
全
活
動
へ
の
支
援

● 

ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
等
養
殖
・
保
護
・

　
啓
発
事
業

期

　
間

　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

　
　
　
　
〜
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

主

　
催

　
名
草
源
氏
ホ
タ
ル
保
存
会

場

　
所

　
名
草
下
町
養
殖
池
、
名
草

　
　
　
　
下
町
自
治
会
館

● 

カ
タ
ク
リ
群
生
地
の
保
護
事
業

期

　
間

　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

　
　
　
　
〜
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

主

　
催

　
名
草
観
光
協
会
カ
タ
ク
リ
部
会

場

　
所

　
名
草
上
町
藤
坂
地
区
、
田

　
　
　
　
の
澤
地
区

○
足
利
市
民
文
化
財
団
報
第
三
十
七

　
号
の
発
行

　
市
民
と
財
団
の
共
通
の
広
場
と
し

て
足
利
市
民
文
化
財
団
報
を
発
行
し
、

市
内
の
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

発

　
　
行

　
令
和
元
年
九
月
一
日

部

　
　
数

　
五
万
八
千
四
百
六
部

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

い
た
し
ま
し
た
。

　
新
し
いU

RL

は
、

https://ashikaga

－bunkazaidan.com
/

で
す
。　

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
機
能

を
加
え
充
実
さ
せ
て
行
き
ま
す
。

　
文
化
財
団
で
は
、
文
化
財
を
説
明

す
る
案
内
板
を
市
内
各
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
か
ら
そ
の
文
化

財
を
御
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回

　
大
岩
毘
沙
門
天

　
大
岩
毘
沙
門
天
は
、天
平
17
年（
７

４
５
年
）
に
行
基
上
人
に
よ
っ
て
開

か
れ
、
聖
徳
太
子
が
製
作
し
た
毘
沙

門
天
（
多
聞
天
）
を
祀
っ
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
聖
武
天

皇
よ
り
「
大
岩
山
多
門
院
最
勝
寺
」

の
山
号
を
賜
り
、
鎮
護
国
家
御
祈
祷

の
一
大
霊
場
と
な
り
、
足
利
氏
な
ど

名
だ
た
る
武
将
か
ら
の
信
仰
を
集
め

て
き
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
が
製
作
し

た
他
の
二
体
を
祀
っ
て
い
る
鞍
馬
山

（
京
都
市
左
京
区
）
信
貴
山
（
奈
良

県
生
駒
郡
）
と
と
も
に
日
本
三
大
毘

沙
門
天
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
財
団
の
設
立
趣
旨
に
沿
っ
た
芸

術
品
・
文
化
財
等
の
保
護
、
芸
術
・

文
化
活
動
振
興
事
業
な
ど
に
資
産
か

ら
の
運
用
益
金
を
充
て
て
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
文
化
講
演
会
の
開
催
事
業

・
令
和
三
年
一
月
中
旬
頃
予
定

○
文
化
財
紹
介
・
啓
発
事
業

・
文
化
財
写
真
パ
ネ
ル
の
作
製
・
貸
出

・
文
化
財
の
案
内
板
、
標
識
等
の
設

　
置
・
管
理

○
美
術
品
・
文
化
財
の
収
集
、
展
示
、

　
貸
出
事
業

・
所
蔵
品
展
の
開
催

○
地
域
の
芸
術
・
文
化
活
動
、
文
化

　
財
保
護
、
自
然
環
境
保
全
活
動
を
行
う

　
団
体
等
に
対
す
る
助
成
・
支
援
事
業

・
市
民
文
化
祭
へ
の
助
成

・
地
区
文
化
祭
へ
の
助
成

・
各
種
団
体
へ
の
助
成

・
自
然
的
、
歴
史
的
環
境
保
護
事
業

　
へ
の
助
成

○
芸
術
・
文
化
に
関
す
る
情
報
提
供

・
文
化
財
団
報
の
発
行

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
活
用

○
寄
付
に
ご
協
力
を

　
足
利
の
も
つ
自
然
的
・
歴
史
的
環

境
や
関
連
す
る
芸
術
品
・
文
化
財
等

の
保
護
、
ま
た
芸
術
・
文
化
活
動
の

振
興
等
の
諸
事
業
を
実
施
し
て
い
く

た
め
、「
足
利
市
文
化
振
興
事
業
寄

付
金
」
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

事
務
局
・
・
・
☎
二
〇

－

二
二
二
九

○
財
団
募
金
箱
で
の
寄
付
も
可
能

　
で
す
。

　
市
民
会
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
な
ど
の

施
設
に
設
置
し
て
あ
る
募
金
箱
に
、

毎
年
、
皆
様
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
美
術
品
・
文
化
財
の

　
収
集
、
展
示
事
業

▽
芸
術
・
文
化
に
関
す
る

　
情
報
提
供

▽
案
内
板
め
ぐ
り

▽
皆
様
の
ご
協
力
に

　
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
地
域
の
芸
術
・
文
化

　
活
動
、
文
化
財
保
護
、

　
自
然
環
境
保
全
活
動
を

　
行
う
団
体
等
に
対
す
る

　
助
成
事
業

所
蔵
品
展
チ
ラ
シ

事
業
予
定

寄
付
の
お
願
い

寄
付
の
お
願
い

寄
付
の
お
願
い

令
和
二
年
度

文化財団では、貴重な文化財等の足利市
外への散逸を防ぐため、本市にゆかりの
ある貴重な美術品、文化財等の保護事業
を進めています。７月末現在の文化財団
の所蔵品は、下表のとおりです。

基本財産及び特定資産の増減及びその残高 所蔵品種別一覧

文化財団の基本財産及び特定資産の増減及びその残高は次の
とおりです。

　科　　目　

基 本 財 産

投資有価証券

定 期 預 金

美 術 品

小 　 　 計

特 定 資 産

投資有価証券

定 期 預 金

小 　 　 計

合 　 　 計

　

499,953,000

30,487,000

117,221,890

647,661,890

439,514,000

116,602,122

556,116,122

1,203,778,012

　

0

0

0

0

　　　　　　　

　　　0

0

0

0

　 種 別 　

古 文 書 等

刀剣・甲冑・銃

和 鏡 等

織 物 等

絵 画 等

計

員数

2,219

7

43

220

78

2,567

取得金額（円）

7,459,890

30,000,000

7,500,000

1,700,000

70,562,000

117,221,890

499,953,000

30,487,000

117,221,890

647,661,890

439,514,000

116,602,122

556,116,122

1,203,778,012

平成30年度末残高 令和元年度増減額 令和元年度末残高
（単位：円）

大岩毘沙門天

も
の
の
ふ

事
業
報
告
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足
利
市
民

文
化
財
団
と
は

足
利
市
民

文
化
財
団
と
は

芸術・文化活動団体等の
事業に助成します

芸術・文化活動団体等の
事業に助成します
芸術、文化の振興に寄与すると認められる団体に対し、
その事業に必要な費用の一部を審査のうえ、助成します

次の要件にすべて該当する団体
○足利市内に住所又は活動の本拠を有する団体
○一定の活動実績があり、広く市民に事業を公開する団体
○団体規約等を有し、代表者が明らかな団体
　○文化活動の成果発表事業（展覧会、発表会）
○文化活動研修事業（講演会、講座など）
○自然・文化財保護活動事業
＊営利、政治及び宗教活動を目的とする事業や参加者を会員等に限定する
　事業は対象となりません。
　所定の助成金申請書を9月30日（水）までに足利市民文化財団事務局に提
出してください。
（申請書は財団事務局でお配りしているほか、財団ホームページからダウンロードできます。）

　足利市民文化財団事務局　☎２０－２２２９

○ 開　　期　令和３年 1月下旬
○ 会　　場　市立美術館
○ 展示作品　財団所蔵品の一部を展示

本財団では、市民の皆様に文化財の理解と認識を深めてもら
うため、写真パネルの貸出をしています。地区文化祭等で展
示を希望される方は、本財団事務局まで事前にご連絡をお願
いいたします。　　《問合せ先　☎20－2229》

対象団体

対象事業

申請方法

問合せ先

所蔵品展 文化財写真の貸出

　
昨
年
、
市
指
定
の
重
要
無
形
文
化
財
等
の
民

俗
芸
能
団
体
等
が
一
堂
に
会
し
、
第
16
回
民
俗

芸
能
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
紙
は
、
参
加

団
体
の
演
技
の
一
場
面
で
す
。

　
こ
こ
で
改
め
て
、「
文
化
」
に
つ
い
て
調
べ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
般
的
な
意
味
は
、

「
人
が
作
り
上
げ
て
き
た
行
動
様
式
・
生
活
様

式
の
全
体
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
語
源
を
調
べ

ま
す
と
、
漢
語
の
「
文
治
教
化
」（
人
を
正
し

い
方
向
に
導
い
て
い
く
に
は
、
刑
罰
や
威
力
で

は
な
く
、
学
問
の
力
を
用
い
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
）
に
由
来
し
、
そ
れ
が
略
さ
れ
「
文
化
」

と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
明
治
時
代
に

な
り
、
英
語
の
「
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
い
う
言
葉

が
入
っ
て
き
た
際
に
、
こ
の
「
文
化
」
と
い
う

言
葉
が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。「
カ
ル
チ
ャ
ー
」

は
「
耕
す
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

「
文
化
」
も
「
心
を
耕
す
」
と
い
う
意
味
を
含

む
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。「
心
を
耕
す
」

と
は
、
凝
り
固
ま
っ
た
心
を
柔
ら
か
く
し
、
余

裕
を
持
た
せ
る
こ
と
で
す
。

　
モ
ノ
も
情
報
も
溢
れ
て
い
る
現
代
社
会
で
は
、

何
が
真
実
か
、
何
が
必
要
か
を
見
極
め
る
目
を

養
う
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
本
を

読
む
、
教
養
を
積
む
、
心
を
鍛
え
る
、
掃
除
す

る
な
ど
心
を
耕
す
こ
と
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

心
を
耕
し
て
い
る
人
は
、
生
き
生
き
と
し
て
輝

い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
で
溢
れ
る
街
は
、

元
気
で
、
明
る
く
、
楽
し
そ
う
で
、
魅
力
的
で
す
。

　
足
利
市
民
文
化
財
団
は
、
心
を
耕
し
て
い

る
人
、
こ
れ
か
ら
耕
そ
う
と
し
て
い
る
人
を

応
援
し
ま
す
。

　
足
利
の
持
つ
自
然
的
・
歴
史
的

環
境
や
足
利
に
関
連
す
る
芸
術

品
・
文
化
財
等
の
保
護
、
ま
た
芸

術
・
文
化
の
振
興
、
さ
ら
に
文
化

施
設
の
整
備
の
促
進
な
ど
を
目
的

に
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
に
発
足

し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
に
新
公

益
法
人
制
度
に
基
づ
く
、
公
益
財

団
法
人
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
事
業
を
支
え
る
基
盤

づ
く
り
と
し
て
、
募
金
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。財
団
で
は
、

こ
の
預
金
利
子
を
事
業
資
金
と
し

て
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

大
山
祇
神
社

　
　
太
々
神
楽
保
存
会

足
利
市
八
木
節
連
合
会
・

足
利
女
子
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部

第16回
民俗芸能大会


